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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

※各校で、「資質・能力」の数や「レベル」の段階数は変更する。 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 
 目指すべき 

生徒の将来像 

人
間
関
係
形
成
、
社
会
形
成
能
力 

コミュニ 

ケーション力 

正しい言葉遣いや基

本的な挨拶ができる。 

準備された内容を

伝達でき、それに対

する意見を理解でき

る。 

他の人の意見に対す

る自分の考えを整理

することができる。 

初対面でも適切な

態度で接しながら

意見交換できる。 

自らの立場と相手

の立場を理解して、

協議できる。 

 ・
先
人
が
継
承
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続
け
て
き
た
日
本
独
自
の
匠
の
技
と
現
代
的
な
産
業
技
術
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
活
用
し
、
他
者
と
協
働
し
て
、
地
域
や
日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業
の 

発
展
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
技
術
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・
も
の
づ
く
り
技
術
の
進
展
に
向
け
て
、
成
功
す
る
ま
で
諦
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
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チームワークと 

リーダーシップ 

 他人と協力すること

ができる。 

 

 

 他人に協力を求める

ことができる。 

 複数の人に協力を求

めることができる。 

 自己主張と傾聴の

バランスを取りな

がら意思疎通でき

る。 

自己主張と傾聴の

バランスを取りな

がら、組織の意思決

定に参画できる。 

 

自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力 

基本的 

生活習慣 

支援を受けながら、決

められた時間を守り、

規則正しく生活でき

る。 

決められた時間を守

り、規則正しい生活

が習慣化できる。 

時間を守り、規則正

しい生活を送ること

の重要性を理解し、

習慣化できる。 

規則正しい生活及

び健康管理の重要

性を理解し、習慣

化できる。 

自らの将来を見据

えて、主体的に、健

康管理、時間管理が

できる。 

 

主体的行動 

活動時に、指示どおり

に行動するための工

夫が見られる。 

 

活動時に、指示どお

りに行動できるよ

う、常に工夫してい

る。 

 

指示を超えた行動で

きるよう工夫するこ

とがある。 

 

指示を超えた行動

できるよう、常に

工夫している。 

 

指示を超えた行動

できるよう常に工

夫し、考えを周囲に

発信し、よりよい工

夫に繋げる。 

 

人間性等 

ルールやマナーを守

った生活をしている。 

 

 

ルールやマナーの意

義を理解して行動で

きる。 

ルールやマナーの意

義を理解した上で、

多様性を尊重して行

動できる。 

多様性を尊重した

上で、ルールやマ

ナーについて、他

者に働き掛けるこ

とができる。 

培った規範意識を

ボランティア活動

等の向社会的行動

として発信できる。 

 

課
題
発
見
能
力
及
び
課
題
解
決
能
力 

基礎学力 

基礎的知識技術の習

得に努めることがで

きる。 

基礎的知識技術の習

得することができ

る。 

習得した基礎的知識

技術を統合・活用し、

課題発見・解決に努

めることができる。 

課題発見・解決に

向けて基礎的知識

技術を統合・活用

し、新たな知識技

術の獲得に努める

ことができる。 

新たに獲得した知

識・技術を、他者と

共有し、より良い課

題解決に向けて、他

者と協働できる。 

 

情報活用発信力 

必要と思われる情報

を入手し整理できる。 

 

 

課題発見・解決に必

要な情報を取捨選択

できる。 

課題発見・解決に必

要と考えた情報を他

者に発信できる。 

情報の有用性を他

者と協働して整理

できる。 

課題発見・解決に向

け、整理した情報を

他者と協働して活

用できる。 

 

 
事象における課題の

発見・解決に向け、探

究に努めることがで

きる。 

課題を論理的客観的

に分析することで、

課題を整理できる。 

 

課題の解決に向けて

筋道を立てて解決案

を立てることができ

る。 

課題の解決に向け

て、他者が創造した

解決案を活用する

ことができる。 

課題のより良い解

決に向け、他者と協

働して探究するこ

とができる。 

 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

 ・人間関係形成、社会形成能力 （校歌の一節：「若人われら協和を誓い･･･」） 

 ・自己理解、自己管理能力   （校歌の一節：「誠もて 気概もて･･･」） 

 ・課題発見能力及び課題解決能力（校歌の一節：「新興の意気に燃えたり･･･」、「工業をもて 人を益せん･･･」） 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

 ・先人が継承を続けてきた日本独自の匠の技と現代的な産業技術をバランス良く活用し、他者と協働して、地域や日本のものづくり産業の発展を担うことができる人材 

 ・ものづくり技術の進展に向けて、成功するまで諦めずに挑戦し続けることができる人材 

【生徒／学校の現状】 

・何事にも真面目に取り組み、気持ちの良い挨拶ができる生徒が多い。 

・高校卒業後の進路は就職希望者の割合が高く、就職を見据えて資

格取得に励む生徒が多い。 

・部活動への参加率が高く、課外活動も充実している生徒が多い。 

【教育目標】 
 １．豊かな人間性の育成 
 ２．工業技術者としての知識・技能・態度の養成 
 ３．健康の増進と体力の向上 
 
 
【学校像/学校経営計画】 
  校歌の一節「工業をもて人を益せん」のとおり、人の役に立つ高

度なものづくり、実践的な技能・技術の習得を目指し、魅力的で特
色ある工業高校として、地域社会を支える人材を育成する。 
(1) 専門教科・科目を通じ「社会を発展させるための技能や技術」

を伸ばす学校 
(2) 共通教科・部活動等を通じ「社会で必要とされる人間性」を成

長させる学校 
(3) 小・中学生、保護者、地域社会、産業界から信頼される学校 
 

【予想される社会の変化】 

Society5.0 の到来により、今後は、技術革新や価値創造の源となる

飛躍知を発見・創造する人材が一層求められるため、価値を見つけ生

み出す感性と力、好奇心・探求力の育成が必要となる。 

一方、 新たな事象にチャレンジする人間力が問われる時代の到来 

探究力・創造力 
(探求力) 


